
（別紙３）

～ 令和7年2月21日

（対象者数） 19 （回答者数）
15

～ 令和7年2月21日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子ども一人ひとりの興味や課題に合わせた集団療育を

取り入れていく。

2

それぞれの空間でできる活動の幅を広げ、子どもたち

に多くの体験や経験が出来るように支援し、取り組ん

でいく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

日頃から地域との関りを大切にし、長期休み等を利用

して交流が出来るよう検討していく。また、必要なマ

ナー等を学べるよう課題に取り入れていく。

2
お便りなどで伝え、保護者に協力していただき訓練を

行う。

3

子どもの特性に合わせた療育支援を提供している。

子どもの様子を観察し、支援方法を随時相談・見直しを

行う。集団療育の中でも、子どものその時の状態に合わ

せた療育が出来るように取り組んでいます。

事業所の設備、環境が整っている。

活動内容によってあそか会館や学園のホールを使用して

いる。また、訓練室は感覚器具を取り付けることが出来

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の子どもとの交流機会がない。
学校の長期休み等を利用して、交流の機会を考えていき

たい。

保護者を含めた災害時の対応訓練を行えていない。
緊急時の対応をマニュアル化して、保護者と共有し訓練

を実施したい。

令和7年2月7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名   すまいるキッズたんぽぽ

○保護者評価実施期間
令和7年2月7日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


